
 

 

平成１４年９月３日 
中国電力株式会社

 
 

奥津第二発電所の営業運転開始について 
 
 

  当社は，平成１２年３月より奥津第二発電所の建設を進めてまいりました
が，本日，営業運転を開始いたしました。 
  奥津第二発電所は，水資源の有効利用を図るため，国土交通省が吉井川
水系において建設を進めている苫田ダムにより水没する久田発電所と，その
上流に位置する羽出発電所を統合し再開発したものです。 
 

１．発電所概要

      所在地   岡山県鏡野町大字河内字高畑

      取水河川   吉井川水系吉井川，羽出川，羽出西谷川

      発電方式   水路式

      最大出力   １５，２００ｋＷ

      最大使用水量   １３．５ｍ3／s

      有効落差   １３２．６ｍ

      工事期間   着工 ： 平成１２年３月１日

  運転開始 ： 平成１４年９月３日

      工事費   約１６０億円

 
２．発電所の特徴

    （１）   取水ダムは，既設のものを改修して再利用しています。

    （２）   導水路中間部の沢部に長大な逆サイフォン注１（長さ約６７０ｍ）を
採用するとともに，土地利用・周辺環境を考慮して埋設方式としてい
ます。

    （３）   取水口から逆サイフォンまでのトンネル掘削にＴＢＭ（トンネルボー

リングマシン）工法注２を採用し，トンネル工事費の低減をはかってい
ます。

    （４）   発電所立坑工事用の吹付コンクリート，急斜面での工事用道路設
置に伴う軽量コンクリート等に，火力発電所で発生した石炭灰を積極
的に有効活用しています。

    （５）   発電所立坑は，半地下式発電所として基礎深さが７５．９ｍと国内
最深となります。

    （６）   水車は，吉井川の河川流況特性から，発電電力量が多くなり建設

単価の低減を図ることができる高落差の立軸斜流水車注３を採用し
ています。



 

注１  逆サイフォン ： 水路が深い渓谷や河川を横断するため，こ
の部分の水路を地形に合わせてＵ字形にし
たもの

注２  ＴＢＭ工法 ： トンネル掘削機で機械的に掘削を行う全断面
掘削工法

注３  立軸斜流水車 ： 羽根を斜め下向きに付けた形の水車で，この
羽根を動かすことにより少ない水でも効率よく
水の力を回転する力に変えることができる

 
３．主な経緯

  平成  ８年１２月   地元へ建設申し入れ

  平成１０年  ７月   第１３８回電源開発調整審議会において発電計画が承
認され，国の電源開発基本計画に組入れ

  平成１２年  ３月   工事計画届出・着工

  平成１４年  ６月   通水・有水試験開始

  平成１４年  ９月   営業運転開始

以上

＜別紙＞ 
    ・奥津第二発電所計画概要図（PDF 1.4MB） 
    ・奥津第二発電所全景他（PDF 43KB） 
    注  このＰＤＦファイルをご覧になるには Acrobat Reader4.0以上が必要です。





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奥津第二発電所全景 

奥津第二発電所立坑(深さ 75.9m)を上部から望む 
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